
Ⅰ D0g WTO 加盟後の中国の 発展軌道のシステム 選択 

0 横山 聡 ，渡辺千個 ( 東工大社会理工学 ) 

].  序論 の 成長能力の見通しについての 評価を行             

中国が WTO 加盟により市場経済化が 加速し、 潜在的な成 
長力を刺激することは 多くの研究機関のコンセンサスとなっ 2.3 GDP ギャップの測定法 

ているといっても 過言ではない。 例えば、 日本経済研究セン 、 GDP ギヤノ ブ は重要な変数であ るが推計九江       が 定まっで 

タ一 が発表した試算では、 2001 年から 2020 年の間、 中国経 おらず、 様々なギャップ 率の計算法が 考案されていろ。 代友 

済は 年平均 7% 程度の実質 CDP 成長率を維持するとされてい 的なものを挙げると 生産関数アプローチ、 拍 変数を使つたⅡ !,     

ろ   ，その背景には 中国経済の先行きに 対して有利な 指標が多 系列分析、 潜在変数アプローチなどがわろ @ 今回少分析で i 

いことがあ る。 高い貯蓄率、 他の発展途上国に 比べて高い教 潜在変数アプローチを 用いる。 

有水準、 良質な労働力などがそれであ り、 「後発性の利益」を 潜在変数アプローチとは、 潜在 GDl) を潜在な数レ し，扱 :   

享受しやすい。 そして何より 規制緩和によって 経済発展を促 GDP ギャップを推計するものであ ろ。 この方法の長所は 経済 

  どろ 余地が大きい。 理論を使いつつ、 かなり少ない 変数で GDP ギャッ プ が推計で 
規制を撤廃することで 競争が激化し、 資源配分の適正化や きることであ る。 今回の分析では、 フィッリプス 曲線㈲ " ク 

生産性の向上促進といった 効果があ げられる。 中国政府は成 一 ン 推計が可能であ る必要があ るが、 実質 GDl, 系列と 物 凧糸 

長ひ ) メカニズムを「 量 」的拡大から「 質 」的改善へと 転換さ 列があ ればとりあ えず GDP ギヤ ッブ を 討 ・ 鋳 ・でき ろ   

せろとの方 卸 ・を打ち出しているが、 規制緩和はこの 目標を実 

Ⅲ． "j"5 車 要 な手段の一つであ り   中国経済の発展パターンを 

  2.5  CDP ギヤノ ブ の時系列過程 
ことにもつながる。 

しかし、 wTo 加盟後、 短期的な痛みも 甘受しなくてはな 

， ，ない‥市場開放、 規制緩和、 改革などによって、 競争力の 

弱い産業は今まで 以上に淘汰されるからであ る。 「資源配分の 

接遊化」と は 、 まさに非効率部門・ 企業の淘汰の 過程にほ ズ J 、 

ならない。 WTO 加盟がもたらす 経済効率の向上という メリ 

ット を得るために 避けることができないこの「痛み」を 克服 

できるかが重要であ る。 

Yl"l"0J 加盟が中国経済にあ る種のショックを 与え、 不安定 

な状態になることは 間違いなく、 今後の経済発展はシステム 

迅択 次第であ る。 より望ましい 成長軌道を描くためにも 真の 

威、 長力・競争力を 見極めることが 重要であ る。 その指標とし 

で本 研究では GDP ギャップの測定を 行い、 潜在 GDP を明ら 

がにし、 中国経済の真の 姿を明らかにしようとするものであ 

GDP ギャップは基本的に 景気循環を表，「。 景気変動を表 -j. 

系列には、 定常系列の AR2 を用いるこ・とが 多、 ・ こハ ・ @ 
Walson(1986) の研究で AR2 を仮定したことに 由来 i 一て ; 、 ろ ． 

しかし、 AR2 であ ることが自明なわけではなく、 柿 』ずる必 

要があ る。 そのために通常は 景気循環を表してい。 と考 」 こ、 ， 

れる変数について、 どのような確率過程に 従って ; 、 ろ，、 を " 分 

析する。 日本でいえば、 日銀短観業況判断、 鉄鋼 " だ， l 。 仁折 汝 

などを調べ、 各系列のコ ン ログラムを作り、 山口 叩 Ⅲ 係 扶及 

び 偏 自己相関係数を 観察し、 時系列世世を 刊 噺 ㍉ " 。 - 

(Yal]]aZaWa 、 200@) しかし、 中国にはそのようなデータで 信 

頼の置けるものが 存在しないために、 今回は逝去ひ         ナ ⅠⅠ「． こ @ ァ亡 

い、 GDP ギャノ ブ の時系列過程は AR2 であ ると り                 

    
2,4 GDP ギャップの計測 

2  ク キ リ 1   

2.l 分折 り フレームワーク 
フイソリフスカーフ     

田際 市場での競争に 直面することによる 産業間の連鎖反応 賃金   一 失業率 

を 考慮に入れた「インフレ VS  失業率」のパターンを 軸と 

つ ・ ろ 状態空間モデルを 用、 、 て 、 GDP ギャップを測定すること 

により中国経済の WT0 加盟後の発展軌道を 分析する。 

｜ 

マークアップ   原理 

｜ 

乃 - 一                                                   

2.2 CnP ギャップを測定する 意義 

㎝ 辻 。 ナップを認識することは 経済状態を正確に 把握 ず 

  ""       ,"V) - 、 非常に重要であ る。 過去の成長実績のみから 分析 物価 く                                                                                         n l, ギ ・ 1     /"/ 

， ; 「 ぅ ;' lnliSle 鮎 n 駐になる可能性があ るため、 潜在的な成長 

硅 んを (;D@, ギヤ ップ の測定を通して 明らかにする。 そして   図 l 物ィ ljli と GDP ギヤ ッフ 

， i 棚経済の真の 成長能力を明らかにした 上で、 WTO 加盟後 
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フィリップスカーブより、 賃金の上昇率を w 、 失業率を u とす 伴う産業連鎖インパクトを 分析する「競争連鎖分析モデル」 

る 。 の二 っからなる「二層緩衝モデル」を 活用する。 

" れ， - 九 (1) そして、 今後の中国経済の 軌道を成長と 失敗の場合に 分け   

インフレと GDP ギャップを軸にその 帰趨を明らかにする。 
失業率のうち、 賃金の上昇率に 関係あ るのは失業率と 自然失業 
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企業の価格の 決定はマークアップ 方式に従 う とする。 マークア 

ップ 率を m とする。 

月 二ロ 0 十片 り W (3) 

a (l+m) は定数なので、 賃金上昇率と 物価上昇率は 等しい。 

@p/,A%" (4) 

(2L 、 (4) 式から物価と 失業率の関係が 導ける。   (5) 

賃金決定に、 労使双方とも 期待インフレ 率を意識するとすれ 
ば、 労働需給と共に、 期待インフレ 率が考慮される。 

" 九， Ⅰ " 九 )- 札 -".) (6) 

マークアップ 方式に従 う とすれば、 以下の式になる。 

  AD/@ Z@%J-4 fAp ， l@ 「 ， ， ， -"     
オークンの法則を 導入する。 Y は実質 GDP 、 Y* を 潜在 G 

DP とする。 

  

  

   
  

 

）
 
"
,
 

ネ
 （
Ⅹ
 

り
、
及
 

 
  

 

て 対数値 ) 物価上昇率はフィッリプス 曲線の形から 前年比で 

形式化するのが 自然だろう。 また、 GDP も物価上昇率同様、 

一年前との階差を 用いた。 データは @960 年から 1998 年まで 

であ る。 

y, 二 y, ソ十 9, ( Ⅰ 5) 

潜在 GDP はドリフト 付 ランダムウオーク 

Ⅱ " 二円 十 Ⅱ - イ 十千 Y (1  6) 

「潜在成長モテル」 

コ 状態空間 モ チル 

潜在成長か 労勧 ・ 失莱 ・インフレ 

Ⅰ ""   
「競争連鎖分析モデル」 

wTo 加盟 コ 国際市場での 競争 づ 産業間連鎖反応           

Ⅰ   
WTO 加盟後の中国経済のシナリオ ( -"" インフレと ギャップ GDP @ 。 

潜在 GDP と実質 GnP の差を GDP ギャッ プ   とし、 g を 

GDP ギヤノフとする。 

" 舛，， (" 拷 ) 。 。 侮 ( Ⅰ 0) 

期待インフレ 率に - 期前の値などを 想定すると、 推計ができ 

るようになる。 NA I RU を導出するには、 期待インフレ 率 

が 前期のインフレ 率と等しく、 係数 ソを 1 とする   

" 外，に サクリ し Ⅱ ， - 刀 G-"     

図 2  分析モデル 
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( Ⅰ 1 ) 

(1  2) 

この式は物価の 加速度と GDP ギャッ プ が比例していること 
を意味する。 ここで推計に 使用したのは 以下の式であ る。 

A 万 ， ニ ㏄ A%, 十召 ， 十 &, (1  3) 

期待インフレ 率を前期のインフレ 率とすると、 推定可能な以下 
の式になる。 

9, 二ゆ l9 Ⅰ @ 千ゆ 29, 丑 千弓 " ( Ⅰ 8) 

フィ ツ リフスカーブは、 輸入物価とタイムトレンドが GDP 

ギヤ ッフと 連動する。 

ムル ， 二ロ 十 p 八ヰ - Ⅰ 毎 ，十四   % タ ，十力 i れ e, 十千 "  (1 9) 

ここで、 Y の差分を取ると、 

ム Ⅱ 二 Ⅱ 一 Ⅱ -   二㏄，， 十 9,) 一 ㏄   イ十 9,-   Ⅱ 

式 ( 1 5) より   

ド， - イ二 Ⅱ   l 一 9,-l 

よって   

ム Ⅱ 二 [ Ⅱ " 十 9,) 一 ( Ⅱ -, 一 9,-,+9,-D 二 ㍗ +9, 一 Ⅱ -, 
式 (1 6) に代入して 

A Ⅱ = メ，十 Ⅱ - ノ 十千「 +9, 一 Ⅱ - ド ー 9,- 。 =9, 一 9,-. 十円，十包， 

以上をまとめると、 

A 万 ， 二 ㏄ A ガ @  干 た @ 千句 (14)  A%  = ㏄十四八戸， -l+ 失， + 汐用巧 + 力 Ⅰ 用免         

A ど二 9, 一 9, 月 千メ， + 研 ， 
3  分析モデルの 推計 

3.1 分析モデルの 概要 
9, 三 %9,-. 十ゆ 29,-2 千弓， 

状態空間モデルによる GDP ギャップを分析する「潜在成長 p, 二円 -. 十千 

モデル」 と WTO 加盟によっておこる 国際市場での 競争化に 
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3.3  データ 

以下のデータを 用いた。 推定期間は l960 年から l998 年ま 

でであ る。 

実質 GDP ‥物価系列 (GDP デフレータ ) は WorldDevelopment 

Indicators( The  World  Bank  )  のものを用いた。 また輸入物価 

指数は信頼できるものがなかったので   実質 GDP. 物価系列 

同様の出典から 輸入量を代用した。 

4  分析結果と考察 

4.1 モデルの推計結果 

(19) 式に基づき、 TSP により l960 年から l998 年の 39 

年間の時系列分析を 行った結果は 次に示す通りであ る。 ⑥内 

の数値はて値を 示し、 いずれも 1% 有意であ る。 ) 

分析にあ たっては中国のフィリップス 曲線を反映させるべ 

く、 フィリップス 係数 ( 賃金 / 失業率 ) 几 = 一 1.6 の制約を付 

しん @-, 

A ヰ ニー 2.17 一 @.l3A ヰ   .+5.189,+0A45imp,+¥.¥2ri 灼ら 

(-10.17)@ (-6.62)@ (23.35)@ (2.65)@ (5.15) 

(a 山 usled  R-squared=  0.9g0  Durbin.sh=  4.58  ) 

9, =  1.349,_   l 一 1.OO9,-   , 

( 15.2) (-11.33) 

(‖djustedヽ ， squared・ Log〕ilelihood・ 

インフレ率と GDP ギャップをつなぐ 係数は 5.l8 とな 

り、 t 値も 23.35 と非常に言い 値になっている。 強 い 相関が 

あ ると考えられる " 

また、 GnP ギャップの自己ラバ 係数は、 1 期 前が @.34   

2 期前が -1.00 と何の景気指標の 特徴と比較的似ている。 

4.2 GDP ギヤ ップと CnP ギヤ ソプ 率について 

    
      
                  
    
        

  

図 3  dnP ギャップ 

図 3  を見ると GDP ギャ ノブ   では五回の景気の 山を確 

認できる。 GDP ギャッ プ は基本的に景気循環の 動向を示すも 

のであ り、 おおむね表現できていると 思われる。 特徴として 

は値が上限が 下限のどちらかに 位置していて、 中間の値をと 

っていないことが 挙げられる。 

  

  

図 4  GDP ギャップ率 

ギャップ率を 見ると、 日本の場合 士 20% に収まるのに 比べ 

て変動の幅が 大きいことがわかる。 
これらのことから 中国経済が不安定な 挙動を示していると 

考えられる。 

4.3  実質 GDP と潜在 GDP 

  潜在 C D @   

  
    

  

  
  ． @4-,"'= 。 "'"""" イⅠ / 、 "" '"" イ 

一 - 一一一一 一一 一 一 一 - 
        

  図 5  潜在 GDP と実質 GDP 
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図 6  平均潜在 GDP と平均実質 GDP 

実質 GDP と潜在 GDP の間に、 90 年代まではそんなに 大き 
な乖離は見られない。 しかし、 90 年代前半は実質 GDP が潜 
在 GDP を大きく上まわり、 後半は下回っている。 これは、 

90 年代前半の量的改革が 功を奏したのと、 それに 伴 ラインフ 

レが原因であ るだろう。 逆に 90 年代後半は改革が 行き詰まり 

中国の真の成長能力が 発揮されていない 現状が端的にグラフ 

に表れている。 

この乖離を 10 年ごとの平均で 見ると、 潜在 GDP が若干大 
きくなっているが、 大きな乖離は 見られない。 これは図 5 に 

見られるよさに 中国経済は短期の 振幅が大きく、 いかに不安 
定 な状態にあ るかを示すものであ る。 
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5  結果の要約と 課題 

状態空間モデルによる GDP を測定し、 中国経済の真の 状態を 

捉えることができた。 WT0 加盟を果たした 中国は世界経済 

の注目の的であ り、 様々なことが 言われているが 信頼できる 

データが少なし 、 ことから定量的な 分析はあ まりなされてな /, 、 

った 。 状態空間モデルの 推計では究極的には GDP とインフ 

レ率のデータのみから GDP ギャップを測定できるために、 

序論にあ るような一般的に 言われていることを 定量的に裏 付 
けることができた " 

  成功の軌道」 
「市場開放・・ 三三蓋㌶ ご 」 は汗 政始   

  外 俺の寅 本 技術，市人 

    改革の成功 

  
「失敗の黍道」                                                                         

田内                           国外 

  社会的政治的不安 @   国際的な圧力   

  立華の淘汰   寅 其屋 擦 

2  % 集 者の卸 加 ・ 地 城内格差 2  人民元の切り 上げ 

    共産党休刊の 崩壊 コ 知的財産権 問題 

    
景気後退 @ 

図 7  WTO  加盟後の中国の 軌道シナリオ 

図 7 は WTO 加盟後に考えられる 二つの発展軌道であ る・先 

に見た短期の 振幅を有する 実質 GDP と潜在 GUP との乖離 

の不安定な状況に 照らせば、 図 7 のような軌道が 続く ， 

① - 成功軌道」は 潜在 GDP を上回る GDP を持続すると 
うな バブル経済の 過 執に 転じ、 ひいては、 その崩壊の反動に 
より、 中国経済の黍道は 低空飛行を持続してしまうことが 懸 
念される。 

② 「失敗の黍道」は 潜在 CDP を死蔵 させる低空飛行に 到 
り，ひいては 社会的不安を 招き、 この点から社会経済の 発展 
に 破綻をきたすことが 懸念される。 

従って，以上の 事態を回避し、 堅実な発展軌道を 持続する 
ためには、 今回の分析で 示した潜在成長力を 直視しつつ成長 
政策を行うとともに、 極力、 潜在成長力に 即した経済実績を 
図ることが 鍵 となる。 

今後の課題としては、 第一に、 推計法の吟味があ る。 今回の 
モデルでは (1 9) 式にあ るように、 GDP ギャッ プと インフ 
レ率のパラメータ 0 は固定してあ り、 しかも ラグ を持っていな 

ぃ 。 こうした仮定を 置いたのは、 モデルを簡略化するためだ 

が，より一般的なモデルにするためには、 この定式化を 改善 

していく必要があ る。 

第二に、 これは目標であ るが、 GDP ギャッ プ を他国と比 
較し、 景気循環のパターンや 相互作用の分析を 行 う ことがあ 
る。 そして世界レベルでの 経済システムの 存在を明らかにし 

たい。 
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